1． 全国事業所協議会のこれまでの活動と運動

　１）設立　１９９９年

　２）全国大会の計画　　

　　　第　１回　設立記念大会　1999年度　東京

　　　第１２回　全国大会　　　2010年度　北九州大会

　３）全国研修大会

　　　２０１１年度　愛知大会

　　　２０１２年度　和歌山大会

　　　２０１３年度　岩手大会

　　　２０１４年度　北海道大会

　　　２０１５年度　千葉大会

　　　２０１６年度　岡山大会

　４）開催地の決定

○　開催地は、ブロック(８)持ち回り
　　○　開催県は、該当ブロック内での調整

　　○　節目の１０・２０．３０等の開催回数には、東京で開催

　５）その他　

　　○　全国研修大会は、回数の表示はしないで、年度表記であらわす。

　　○　四国ブロックについては、育成会のブロック大会が３年前から中国と併合したので、事業所協議会の研修大会もどうようの扱いとする。

２．全国事業所協議会という組織およびその運動が必要なのか？

　１）育成会運動の立場から

　２）事業所の立場から

３．なぜ、育成会運動と事業所協議会の運動や活動が連携して展開することが大切なのか！

　１）自立支援法の成立で起きた課題
　２）厚生労働省の評価から
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ご　あ　い　さ　つ
全国手をつなぐ育成会連合会

事業所協議会運営委員長
三　上　正　浩
四方を海と川に囲まれ、水と緑、年間を通して穏やかな気候に恵まれた千葉県の千葉市で開催さ
れます平成27年度事業所協議会全国研修大会千葉大会に参集されました皆さん、ご苦労さまです。　

この研修大会は、昨年度の北海道札幌大会から大会の冠を「全国手をつなぐ育成会連合会」へ変
更しました。これは、全国手をつなぐ育成会が解散することとなり、全国都道府県政令市の手をつ
なぐ育成会に参集している私たち事業所の全国協議会という組織形態には何ら変化はなく、育成会
連合会と連携した運動の継続性を表明するために冠の名称を変更をしました。最初に、この点を皆
さまと再確認しその共有をしておきたいと考えます。
障害者の地域生活を取り巻く今日的環境は、少子高齢化社会の進展に伴い人口減少の大きな動き
の中にあって、未曾有の課題に直面しています。こうした情勢下で、今年度は、障害者総合支援法
の制定施行３年後見直しが大きなテーマとなりました。さまざまな検討が加えられ一定の施策が本
年４月から、障害者差別解消法とともに施行されます。
今回の研修大会は、障害者基本法に規定する「共生社会」の構築という基本テーマの下、前記の
取り巻く諸情勢に具体的に対応し、障害者福祉の一層の向上はもとより、障害者問題の解決への新
たな一歩を確実なものとする諸課題について研修を深める大会として期待しています。

　私たち事業所協議会は、諸課題の解決に当たっては、最初に申しあげましたように新たに設立さ
れた「全国手をつなぐ育成会連合会」に寄り添った運動や活動の展開を基本スタンスとして推進し
て行きます。このため、個々の事業所にあっては、地域育成会の事業所協議会に結集するとともに、
地域育成会や親の会とのより緊密な連携を図った運動や活動に取り組んでいただくことを願ってい
ます。
最後に、私たち事業所協議会の当面する喫緊の共通課題は、「高齢化・重度化」と「個別支援計画
の質的向上」(支援力)を継続課題としています。今回の研修大会でも、この課題について意見、要
望を提起していただき、研修大会後には、政策提言部会において本研修大会の名で制度・政策提言
をまとめ、厚生労働省ほか関係機関に対して提言・要望行動にチャレンジすることをお約束してご
あいさつとします。
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